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期生の中から卒業後、臨時的に設置された補習科に在籍した 4 名の成績表も残されている。 
上記の資料をもとに、かつて報告した留学生リストの誤字や不読を修正しつつ、より完全
に近いかたちの清国留学生リストを作製した（第 3 表）。1 期生より 6 期生までの氏名と、2





2 期生は湖北・湖南省出身者が多かったのに対して、第 6 期生になると、直隷省や北京の出
身者が多いことに気づく。また、5 期生については、出身地と派遣省が異なっている者もい
る。明治 42 年 9 月 28 日の清国測量学生の調査においては、学生の派遣省を調べることが
主旨だったとみえ、電報には派遣省は出身地とは異なるという注意書きが強調して記され









の日課表で占められている。その一例として、第 4 表に、第 4 期清国学生日課表をとりあ
げた。 
これによれば、午前 9 時 10 分より 1 時間目が始まり、10 時 30 分に終了する。1 コマ１
時間 20 分の授業である。１日の授業は午後 4 時で終了する。三角科、地形科、製図科と分







試験が実施されている。第 6 表は、成績表の例として、補修科在籍者の成績を示した。5 科








                                                  
2 出身地や費別、省別、派遣省などの言葉は、資料中の用語である。 
3 前稿（渡辺・小林, 2004: 15）の「第１表 陸地測量部修技所へ留学した清国陸軍学生の名簿一覧」の資
料番号 A「現在測量部陸軍学生」の作製年次を、明治 39 年 8 月 2 日と記載したが、正しくは明治 38 年８









（1880-1936）で、各種人名辞典等にもこれに関する記載がある（Boorman and Howard, 








教育機関である振武学校に入学した。振武学校は 1903 年 8 月に本格的に開校した全寮制の











その間、1905 年 8 月に同盟会に参加し、修技所を卒業のうえ、1908 年に帰国している（徐






に日本に留学し、陸軍士官学校（5 期）を終了したとされている（徐友春主編, 1991: 730）。
陸軍士官学校の第 5 期は、1907 年 7 月 1 日入校、1908 年 11 月 26 日卒業とされており（岡
105


























（1905 年 8 月作成の「現在測量部陸軍学生」5）に「陳其美」の名前がみられる点であろう。
これは出身地からみても辛亥革命で活躍した上記の陳其美（1876-1916）と考えられる。陳
其美は 1906 年に来日し、はじめは東京警監学校、のちに東斌学校に入学したとされている
（Boorman and Howard, 1967: 163-165; 笠原, 1995b; 周主編, 1999: 243）。いずれも中国





                                                  
4 http://home.kimo.com.tw/twenhsikimo/yu_ying_luh-bios-02.htm 















精通した者」および関係する「各機関主管人員」30 名が招へいされた（笹川, 2002: 23-26）。
このなかに計 7 名の修技所卒業生がみられる。 
地図関係では、参謀部測量局長の陳錦章（第 2 期および第 3 期）、参謀部製図局長の陳嘉
楽（第 4 期、製図科）、参謀部第六局第一科長の劉器鈞（第 3 期、三角科）、参謀部第六局
第二科長の李正鈺（第 2 期、科名不明）、参謀部第六局第三科長の潘協同（第 5 期、製図科）、







おり（笹川, 2002: 36; 小林・渡辺, 2006）、地図作製技術者以上の役割を期待されていたと
考えられる。殷承瓛は、ただし袁世凱に反対して上記蔡鍔が昆明の雲南都督、唐継尭と合








                                                  

































































図』(日本国際地図学会), 42(3), pp. 13-28. 
渡辺理絵・小林茂(2005)「20 世紀初頭における日本―中国間の測量技術の移転：三角測量
を中心として」Newsletter (平成 16 年度～18 年度・科学研究費基盤研究[A][1]、東アジ
アとその周辺地域における伝統的地理思考の近代地理学の導入による変容過程)、4 号(国
際シンポジウム：中国近代地理学の成立と伝統的地理思考), 55-62. 
Boorman, H.L. and Howard, R.C. (ed.) (1967) Biographical Dictionary of Republican 
China, Volume 1. Columbia University Press. 
Boorman, H.L. and Howard R.C. (ed.)(1968) Biographical Dictionary of Republican 




















  留学生の人名・成績に関する資料名 作製日 
１期生 第一期清国学生卒業試験成績表 明治 38 年 3 月 30 日 
２期生 第二期清国学生卒業試験成績表 明治 39 年 3 月 
３期生 清国陸軍学生卒業試験成績表 明治 41 年 12 月 3 日 
４期生 第四期清国学生成績表（第二学年末） 明治 42 年 12 月 
第五期清国学生第一学年前学期学術科成績並志望科別表 明治 42 年 6 月 2 日 
第五期清国学生成績表（第一学年末） 明治 42 年 12 月 ５期生 
清国測量学生〔派遣省調査〕 明治 42 年 9 月 28 日 
６期生 第六期清国学生人名表 明治 42 年 12 月 27 日 
補習科 清国陸軍学生補習科成績表 明治 42 年 6 月 2 日 















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































解析幾何学 解析幾何学 物理学 
微分積分学 最小方数法 化学 
最小方数法 三角測量学 三角測量学 
地形測図学 地形学 地形測図学 
量地学 地形測図学 彫刻学 
三等三角測量 地形図根測量 彫刻術 
二等水準測量 5000 分１地形測図 印刷学 
二等三角測量 10000 分１地形測図 印刷術 
一等水準測量 20000 分の１地形測図 写真学 
  写真術 
   
明治 42 年測量部修技所清国学生関係書類「第４期清国学生日課表」清国学生監理委員
作製 東洋文庫№6938 より作製 
第４表 第４期清国学生日課表 
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 第６表 清国陸軍学生補修科成績表  
17.0 10.0 16.0 13.0 
印刷術
 

















― 75.0 89.0 83.5 
合計
 



























― ３ ２ １ 
序列
 
― 41 年 12 月 41年12月 41年12月 
入学年日
李沛 焦滇 黄栄祓 王慶舛 
姓名
 








  右ノ 学科ヲ修業セシモノ ナリ
 
 二、 学生ハ 一般ニ 熱心ニ 勉励シ成績良好ナリ
 
 三、 李沛ハ 清国陸軍部ニ 於テ任用ノ 為メ四月九日退学セシモ参考ノ 為併記ス
 




 王ハ 北京測絵学堂ニ 、 黄ハ 広東測絵学堂ニ 、 焦ハ 奉天測絵学堂ニ
 











    
氏名 担当 年次 中国帰還後の動向 
李 蕃 三角科 3 期生 中央陸軍測量学校校長 
劉 器鈞 三角科 3 期生 
中央陸軍測量学校教育長（1931 年～32 年・1940 年～42 年） 
中央陸地測量学校（前中央陸軍測量学校）校長（1932 年） 
黄 栄紱 製図科 3 期生 広東測絵学堂（1909 年） 
王 慶舛 製図科 3 期生 北京測絵学堂（1909 年） 
李 沛 地形科 3 期生 清国陸軍部（1909 年） 
焦 埧 製図科 3 期生 奉天測絵学堂（1909 年） 
黄 郛 地形科 4 期生 軍諮府測量部地形科科員 
井 介福 地形科 4 期生 山西陸軍（地）測量局局長（1921 年） 
彭 程萬 三角科 4 期生 江西省測量局三角科科長・測絵学堂教職 
兪 應麓 地形科 4 期生 江西省測絵学堂学監 
張 瑞麟 地形科 5 期生 安徽陸軍（地）測量局局長（1913 年） 
楊 丙 （除名） 5 期生 陸軍測量局（後に参謀本部第六局）局長（1912 年） 
憑 舜生 地形科 5 期生 東三省陸軍測量局局長（1923 年）・黒龍江分局局長（1924 年） 
雷 寵錫 地形科 5 期生 陳西陸軍測量局局長（1913 年） 
師 端章   6 期生 河南陸軍測量局局長（1912 年） 
張 彦臣   6 期生 山東陸軍測量局局長・山東陸軍測量学校校長（1911 年） 
《当代中国》双書編輯部『当代中国的測絵事業』中国社会科学出版社，1987，11-17 頁。中国測絵史編輯委員
会編『中国測絵史』中国測絵出版社，1995，233～246 頁．および陸地測量部 『測量部修技所清国学生関係書
類』 陸地測量部，1905-1909．東洋文庫所蔵： 請求記号 6938。より追跡、作製。 
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